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１．システムの構成 

・「新エネルギー賦存量推計システム」は、新エネルギーの導入を検討する自治体、集落、団地、

個別事業者などが、その市町村内の自然条件や資源量でどれくらいの発電や熱利用が可能かを

算出する「賦存量推計ソフト」と、道内各地域の賦存特性や新エネルギーの建設適地を把握す

るための「賦存量マップ」で構成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

賦存量推計ソフト
ファイル名称 マニュアルでの呼称

suikei 「賦存量推計ソフト」Book（suikei）
shyuukei 「人口・世帯集計ソフト【集計】」Book（shyuukei）
shyuukei_sorachi 「人口・世帯集計ソフト（空知）」Book（shyuukei_sorachi）
shyuukei_ishikari 「人口・世帯集計ソフト（石狩）」Book（shyuukei_ishikari）
shyuukei_sapporo 「人口・世帯集計ソフト（札幌市）」Book（shyuukei_sapporo）
shyuukei_shiribeshi 「人口・世帯集計ソフト（後志）」Book（shyuukei_shiribeshi）
shyuukei_iburi 「人口・世帯集計ソフト（胆振）」Book（shyuukei_iburi）
shyuukei_hidaka 「人口・世帯集計ソフト（日高）」Book（shyuukei_hidaka）
shyuukei_oshima 「人口・世帯集計ソフト（渡島）」Book（shyuukei_oshima）
shyuukei_hiyama 「人口・世帯集計ソフト（檜山）」Book（shyuukei_hiyama）
shyuukei_kamikawa 「人口・世帯集計ソフト（上川）」Book（shyuukei_kamikawa）
shyuukei_rumoi 「人口・世帯集計ソフト（留萌）」Book（shyuukei_rumoi）
shyuukei_souya 「人口・世帯集計ソフト（宗谷）」Book（shyuukei_souya）
shyuukei_okhotsk 「人口・世帯集計ソフト（オホーツク）」Book（shyuukei_okhotsk）
shyuukei_tokachi 「人口・世帯集計ソフト（十勝）」Book（shyuukei_tokachi）
shyuukei_kushiro 「人口・世帯集計ソフト（釧路）」Book（shyuukei_kushiro）
shyuukei_nemuro 「人口・世帯集計ソフト（根室）」Book（shyuukei_nemuro）

賦存量マップ
ファイル名称 マニュアルでの呼称

map_shichouson-1 「賦存量マップ（市町村）(1)」Book（map_shichouson-1）
map_shichouson-2 「賦存量マップ（市町村）(2)」Book（map_shichouson-2）
map shichouson-3 「賦存量マップ（市町村）(3)」Book（map_shichouson-3）
map_zendou-1 「賦存量マップ（全道）(1)」Book（map_zendou-1）
map_zendou-2 「賦存量マップ（全道）(2)」Book（map_zendou-2）
map_sorachi 「賦存量マップ（空知）」Book（map_sorachi）
map_ishikari 「賦存量マップ（石狩）」Book（map_ishikari）
map_shiribeshi 「賦存量マップ（後志）」Book（map_shiribeshi）
map_iburi 「賦存量マップ（胆振）」Book（map_iburi）
map_hidaka 「賦存量マップ（日高）」Book（map_hidaka）
map_oshima-hiyama 「賦存量マップ（渡島・檜山）」Book（map_oshima-hiyama）
map_kamikawa 「賦存量マップ（上川）」Book（map_kamikawa）
map_rumoi 「賦存量マップ（留萌）」Book（map_rumoi）
map_souya 「賦存量マップ（宗谷）」Book（map_souya）
map_okhotsk 「賦存量マップ（オホーツク）」Book（map_okhotsk）
map_tokachi 「賦存量マップ（十勝）」Book（map_tokachi）
map_kushiro 「賦存量マップ（釧路）」Book（map_kushiro）
map_nemuro 「賦存量マップ（根室）」Book（map_nemuro）
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（１）賦存量推計ソフトの構成 

・「賦存量推計ソフト」は、新エネルギーによる発電や熱利用を算出する「賦存量推計ソフ

ト」Book（suikei）とこれを補足するための「人口・世帯集計ソフト」（16 の Book）から

構成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「賦存量推計ソフト」Book（suikei）は「●入力・出力表」「◆順位出力」「◇計算」「D.B.

人口、世帯」など 20 の Sheet で構成されており、「●入力・出力表」「●市町村設定入力」

Sheet に設定条件を入力することで、「D.B.人口、世帯」「D.B.製造業出荷額」「D.B.太陽

光」などの D.B.（データベース）Sheet から必要なデータが引出され、「◇計算」「◇計算

（風力）」「◇計算（個別燃料消費）」「◇計算（家庭・業務）」「◇計算（製造業）」Sheet で

自動的に算出された結果が「●入力・出力表」Sheet の表やグラフに出力されます。また、

「●市町村設定入力」Sheet で市町村を選択することで、「◆順位出力」「◆順位出力(1)」

「◆順位出力 (2)」Sheet にその市町村の新エネルギーの賦存量や賦存特性の全道順位が棒

　　「賦存量推計ソフト」Book（suikei）

●入力・出力表

●市町村設定入力

◆順位出力

◆順位出力（1）

◆順位出力 (2)

◇計算

◇計算（風力）

◇計算（個別燃料消費）

◇計算（家庭・業務）

D.B.人口、世帯

D.B.製造業出荷額

D.B.太陽光

D.B.風速

D.B.中小水力

D.B.地熱発電

D.B.ﾊﾞｲｵガス（家畜糞尿）

D.B.ﾊﾞｲｵｶﾞｽ（汚泥・食品残渣）

D.B.木質系

設定した
市町村
データの
抽出

賦存量、エネル
ギー消費量の算出

グラフに
よる賦存
量の市町
村順位表
示

算出結果の表・グ
ラフ表示

設定した市町村内の地区
データの抽出

設定条
件の入
力

人口・世帯集計ソフト

　　「人口・世帯集計ソフト【集計】」
　　　Book（shyuukei）

　　「人口・世帯集計ソフト（空知）」
　　　Book（shyuukei_sorachi）

1209夕張市

1210岩見沢市

1215美唄市

・

1438沼田町

・

・

　　「人口・世帯集計ソフト（石狩）」
　　　Book（shyuukei_ishikari）

　　「人口・世帯集計ソフト（胆振）」
　　　Book（shyuukei_iburi）

・
・
・
・
・
・
・
・
・

　　「人口・世帯集計ソフト（根室）」
　　　Book（shyuukei_nemuro）

設定条
件の入
力

◇計算（製造業）

D.B.風力賦存量
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グラフで表示されます。 

・「人口・世帯集計ソフト」には、「人口・世帯集計ソフト【集計】」Book（shyuukei）と

「人口・世帯集計ソフト（空知）」Book（shyuukei_sorachi）など各振興局等の Book があ

り、各振興局等の Book は「1209 夕張市」Sheet など、その地域の各市町村の Sheet で構

成されており、各市町村の Sheet には町条単位の人口や世帯数のデータがストックされて

います。新エネルギーの導入を検討する集落や団地が該当する条町を選択すると、その地区

の人口や世帯数が自動的に集計され、これを「人口・世帯集計ソフト【集計】」Book

（shyuukei）で引き出し、「賦存量推計ソフト」Book（suikei）の「◇計算（家庭・業務）」

「◇計算（製造業）」Sheet での自動計算に反映させ、市町村単位よりもさらに詳細な地区

単位のエネルギー消費量を自動的に算出することができます。 

・賦存量の計算方法は、以下の文献等を参考にしています。 

・総務省（緑の分権改革推進会議）「再生可能エネルギー資源等の賦存量等の調査についての

統一的なガイドライン」（平成 23 年３月） 

・環境省「平成 22 年度再生可能エネルギー導入ポテンシャル調査報告書」（平成 23 年３月） 

・NEDO「新エネルギーガイドブック 2008」 

・NEDO「北の大地 自然エネルギーとの共存」 

・NEDO「高所風況精査マニュアル」（平成 18 年２月） 

・NEDO「マイクロ水力発電導入ガイドブック」 

 

（２）賦存量マップの構成 

・「賦存量マップ」には、「賦存量マップ（市町村）(1)」Book（map_shichouson-1）、「賦存

量マップ（全道） (1)」 Book （ map_zendou-1 ）、「賦存量マップ（空知）」 Book

（map_sorachi）など 18 の Book があります。各 Book は、「●案内」Sheet と各種新エネ

ルギーの賦存特性マップが納められている Sheet から構成されており、「●案内」Sheet か

らハイパーリンクにより選択したマップに画面を移動することが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

賦存量マップ

　　「賦存量マップ（市町村）(1)」Book（map_shichouson-1）

　　賦存量マップ（空知総合振興局）

　　賦存量マップ（石狩振興局）

　　賦存量マップ（後志総合振興局）

　　賦存量マップ（根室振興局）

・
・
・

●案内

全道市町村

01-1_太陽光発電（産業用）利用可能量1_Mesh2010

01-1_太陽光発電（住宅用）利用可能量1_Mesh2010

02-1_陸上風力_賦存量_Mesh2010

02-1_陸上風力_利用可能量1_Mesh2010

・

・

マップ
の選択

ハイパーリン
クによる選択
したマップへ
の移動

　　「賦存量マップ（全道）(1)」Book（map_zendou-1）

　　「賦存量マップ（市町村）(2)」Book（map_shichouson-2）

　　「賦存量マップ（市町村）(3)」Book（map_shichouson-3）

　　「賦存量マップ（全道）(2)」Book（map_zendou-2）
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２．賦存量推計ソフトの使用手順 

（１）「●入力・出力表」Sheetを開く 

・「賦存量推計ソフト」Book（suikei）の「●入力・出力表」を開くと一番左上（セル番地

B46）に「●操作方法」が記載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・基本的な操作方法は、以下となります。 

・黄色セルに数値を半角で入力する。 

・数値の入力方法は「吹き出し部分」に記載。 

・黄色以外のセルには、数値を入力しない。 

・青の数値は、自動計算で算出している値。 

 

・セル番地 B52 の「●入力」のところから、手順の説明が始まります。 

・吹出しの「ここからスタート」が指し示す【手順１】に従い、「●市町村設定入力」Sheet

で市町村を選択します。 
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（２）市町村の選択 

・「●市町村設定入力」Sheet の E 列に市町

村名が表示されていますが、選択したい

市町村名の右隣（F 列）の黄色のセルに

半角の「1」を入力します。 

 

 

 

 

 

 

（３）選択した市町村の賦存特性の全道順位 

・「●市町村設定入力」Sheet で選択した市町村の各新エネルギーの賦存特性（賦存量や日射

量、風速など）は、全道順位として「◆順位出力」Sheet に棒グラフで表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・このソフトでは、以下の賦存特性の全道順位が表示されます。 

新エネルギー種別 賦存特性 

太陽光発電 年間最適傾斜角の年間平均日射量 

  傾斜角 40°の年間平均日射量 

風力発電 年間平均風速（高さ 10ｍ補正） 

 高さ 80m、風速 5.5m/s 以上、制約要因なしでの賦存量 

中小水力発電 建設コスト 100 万円/kW 未満の発電所を想定した場合の発電量 

  建設コスト 150 万円/kW 未満の発電所を想定した場合の発電量 

  建設コスト 260 万円/kW 未満の発電所を想定した場合の発電量 

地熱発電 53～120℃ コスト 24円/kWh未満の発電所を想定した場合の発電量 

  コスト 36円/kWh未満の発電所を想定した場合の発電量 

  コスト 48円/kWh未満の発電所を想定した場合の発電量 
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地熱発電 120～150℃ コスト 24円/kWh未満の発電所を想定した場合の発電量 

  コスト 36円/kWh未満の発電所を想定した場合の発電量 

  コスト 48円/kWh未満の発電所を想定した場合の発電量 

地熱発電 150℃～ コスト 12円/kWh未満の発電所を想定した場合の発電量 

  コスト 16円/kWh未満の発電所を想定した場合の発電量 

  コスト 20円/kWh未満の発電所を想定した場合の発電量 

家畜糞尿 賦存量（熱換算） 

林地残材 賦存量（熱換算） 

製材廃材 賦存量（熱換算） 

公園剪定枝 賦存量（熱換算） 

農業残渣 賦存量（熱換算） 

 

（４）新エネルギーの選択 

・市町村の設定が済みましたら、「●入力・出力表」Sheet に戻ってください。市町村の設定

により新たに表示された「→」を辿り、その先に表示された【手順２】に従って、「新エネ

ルギー種別」表の入力を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「新エネルギー種別」表の入力欄に「1」を入れて

選択した新エネルギーは、表のセルが薄い水色に

なります。 

・この操作により新たな「→」が

表示されますので、これを辿り

【手順３】【手順４】【手順５】

へと進んでください。 
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・この Sheet では、黄色のセルに入力を行うことで、次のステップとして入力が必要な表に

色が着くのと同時にその入力手順が表示され、また、それを案内するための「→」が表示さ

れます。 
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・このソフトでは以下の新エネルギーを推計できます。 

新エネルギー種別 算出方式 選択・入力データ 
月別発電

量 

月別熱利

用可能量 

太陽光発電（建物設置型） 建物棟数方式 発電パネル設置建物数 ● 

○ －   施設規模方式 発電パネル設置施設面積 ● 

  パネル面積方式 設置パネル面積  

太陽光発電（メガソーラー） 敷地面積方式 敷地面積  ○ － 

風力発電 基数設定方式 規模別発電機の設置数  ○ 
－ 

 データベース方式 － ●  

中小水力発電 データベース方式 建設単価の選択 ● 
○ － 

 落差・流速方式 落差、流速  

地熱発電 データベース方式 熱水温度・建設単価の選択 ● ○ － 

バイオガス（畜産廃棄物） 家畜頭羽数方式 家畜飼養頭羽数 ● ○ ● ○ 

バイオガス（下水汚泥等） データベース方式 汚泥の乾燥重量 ● ○ ● ○ 

バイオガス（食品残渣） データベース方式 残渣の乾燥重量 ● ○ ● ○ 

木質系バイオマス データベース方式 木質資源の乾燥重量 ● ○ ● ○ 

注： ○は、設定条件により推計が可能。 

●は、賦存量としての推計も可能。 

 

（５）算出方式の選択と設定条件の入力 

・選択した新エネルギーの利用可能量を算出する方式が複数ある場、どれか１つを選択します。 

・算出方式を選択（黄色のセルに「1」を入力）すると右隣の「設定条件」表に色が着き、次

のステップとして必要な【入力手順４】【入力手順５】が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「設定条件」表の P 列で条件の選択を行い、T 列で条件の入力を行うことにより、選択した

新エネルギーの利用可能量が推計され、X 列に表示されます。 

・条件の選択や入力については、「吹き出し」の案内に従って行ってください。 
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・T 列に何も入力しなくても、データベースにある各市町村のデータがデフォルト値として自

動的に使用され、利用可能量が算出される方式もあります。「設定条件」表の U 列には推計

に用いたデータ（入力値かデフォルト値）が「採用値」として表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・G 列で算出方式を２つ以上選んだり、P 列で設定条件を２つ以上選ぶなど、選択方法が不適

切な場合は、推計結果（X 列）に「FALSE」と表示されるほか、その隣の Y 列にエラー

メッセージが表示されますので、これに従って正しい入力を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 太陽光発電（建物設置型）の算出方式 

・「太陽光発電（建物設置型）」は、３つの方式で発電利用可能量を推計することが可能です。 

算出方式 推計可能な対象者 

方式種別 算出方法 市町村 地区 事業者 

建物棟数方

式 

パネル面積（建物数

から算出）×単位日

射量×係数 

● 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値（各市町

村の建物数）で計

算済 

○ 

検討対象地区内の

建物数を入力 

 

施設規模方

式 

パネル面積（建物面

積から算出）×単位

日射量×係数 

○ 

各市町村の建物面

積を入力。（ﾃﾞﾌｫﾙﾄ

値は設定していま

せん） 

○ 

検討対象地区内の

建物面積を入力 

○ 

検討対象施設の建

物面積を入力 

パネル面積

方式 

パネル面積×単位

日射量×補正 

 ○ 

パネル面積を入力 

○ 

パネル面積を入力 
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①-1 建物棟数方式 

・「建物棟数方式」は、太陽光発電パネルを設置する建物の棟数から発電利用可能量を推計

する方式で、建物種別（戸建住宅、集合住宅、小学校、中学校、高等学校、事業所）の発

電パネル定格出力が設定されており、各種建物棟数を設定することで、推計対象とする市

町村や地区に設置を想定する発電パネル定格出力の全体出力が求められ、これにその地域

の日射条件が当てはめてられて発電可能量が推計されます。 

・「建物棟数」は、各市町村のデータがデフォルト値として設定されていますが、独自に数

値を入力して算出することも可能です。 

・設定条件では、太陽光発電の「パネル傾斜角（年間最適傾斜角、傾斜角 40 度）」を選択

し、「建物棟数」と建物別の「発電パネル定格出力」を入力します。 

・「建物棟数」は、設定したくない建物については「0」と入力します。何も入力しなけれ

ば、各市町村のデータがデフォルト値として使用され発電量が推計されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①-2 施設規模方式 

・「施設規模方式」は、太陽光発電パネルを設置する施設面積（延べ床面積や建ペイ面積）

から発電利用可能量を推計する方式で、施設種別（庁舎、小学校、中学校、高等学校、市

民ホール、宿泊施設、図書館、医療施設、公共排水処理施設、農業集落排水処理施設、そ

の他公共施設、工場、上水道施設）のパネル設置係数（施設１㎡当たりのパネル設置面

積）が設定されており、導入を検討する施設の面積を設定することで、これにその地域の

日射条件が当てはめられて発電可能量が推計されます。 

・パネル設置係数は、緑の分権改革推進会議「再生可能エネルギー資源等の賦存量等の調査

についての統一的なガイドライン」の屋上設置のシナリオ①（現状技術を用いて 10kW 

以上のパネルを設置するシナリオ。ただし、住宅系については 3kW と 10kW のパネル

を設置する）によるものです。 

・設定条件では、太陽光発電の「パネル傾斜角（年間最適傾斜角、傾斜角 40 度）」を選択

し、「施設面積」「住宅数」、住宅における「発電パネル定格出力」を入力します。 

・「施設面積」に数値を入力しなければ、その施設の面積は「0」として推計されます。 

・「住宅数」は、設定したくないときは「0」と入力します。何も入力しなければ、各市町

村のデータがデフォルト値として使用され発電量が推計されます。 

・「発電パネル定格出力」は、数値を入力しなければ、戸建住宅では３kW/戸、集合住宅で

は 10kW/棟がデフォルト値として使用され発電量が推計されます。 
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①-3 パネル面積方式 

・「パネル面積方式」は、太陽光発電パネルの面積を独自に決め、これにその地域の日射条

件が当てはめられて発電可能量が推計されます。 

・設定条件では、太陽光発電の「パネル傾斜角（年間最適傾斜角、傾斜角 40 度）」を選択

し、「発電パネル面積」を入力します。 

 

 

 

 

 

 

② 太陽光発電（メガソーラー）の算出方式 

・「太陽光発電（メガソーラー）」は、太陽光発電パネルを設置する敷地面積を決め、これにそ

の地域の日射条件が当てはめられて発電可能量が推計されます。 

算出方式 推計可能な対象者 

方式種別 算出方法 市町村 地区 事業者 

敷地面積方

式 

パネル面積（敷地面

積から算出）×単位

日射量×係数 

○ 

敷地面積を入力 

○ 

敷地面積を入力 

○ 

敷地面積を入力 

 

・設定条件では、太陽光発電の「パネル傾斜角（年間最適傾斜角、傾斜角 40 度）」を選択

し、発電パネルの設置を検討する「敷地面積」と「敷地面積当たり発電出力」を入力しま

す。 

・「敷地面積当たり発電出力」は、数値を入力しなければ 358.571kW/ha（稚内メガソー

ラー発電所データ）がデフォルト値として使用され発電量が推計されます。 
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③ 風力発電の算出方式 

・「風力発電」には、２つの方式があります。 

算出方式 推計可能な対象者 

方式種別 算出方法 市町村 地区 事業者 

平均風速方

式 

（１～20m/s の各風

速の出現率（平均風

速より算出）×各風

速での発電量×発

電機基数×係数 

● 

各市町村の平均風

速（気象庁ﾃﾞｰﾀ等）

で計算済。 

ただし、各発電機を

１基で想定している

ので、適宜基数を

入力。想定しない発

電機は「０」と入力。 

○ 

検討対象地区で想

定する発電機基数

を入力。想定しない

発電機は「０」と入

力。 

○ 

検討対象施設で想

定する発電機基数

を入力。想定しない

発電機は「０」と入

力。 

データベー

ス方式 

年間発電量（ﾃﾞｰﾀ

ﾍﾞｰｽ値：ｼﾅﾘｵ３）×

月配分（風速） 

● 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値で計算済   

 

③-1基数設定方式 

・「基数設定方式」は、風力発電機の設置を検討する地域の平均風速により発電可能量を推

計します。 

・地域の平均風速は、各市町村の平均風速（気象庁データ等）がデフォルト値として設定さ

れていますが、独自に平均風速と観測地上高を入力して算出することも可能です。 

・設定条件では、風力発電機の設置を検討する地域の「べき値」を選択し、「平均風速」「発

電機ハブ高さ」「発電機設置基数」を入力します。 

・「べき値」は、地形条件（平坦な地形の草原、海岸地方、田園、市街地）を選択すること

で自動的に設定されますが、何も入力しなければ田園におけるべき値「5」がデフォルト

値として使用され推計されます。 

・「発電機ハブ高さ」は、数値を入力しなければデフォルト値により推計されます。 

・「発電機設置基数」の入力欄には、2000kw 級、1500kw 級、1000kw 級、750kw 級、

600kw 級、400kw 級、300kW 級、100kW 級、50kW 級、10kW 級、5kW 級、3kW 級、

1kW 級の各発電機の想定基数を入力し、想定しない発電機には「0」を入力します。基数

を入力しなければ、デフォルト値として「１」が使用され発電量が推計されます。 
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③-2データベース方式 

・「データベース方式」は、緑の分権改革推進会議「再生可能エネルギー資源等の賦存量等

の調査についての統一的なガイドライン」のデータによるもので、選択した市町村の風力

発電の賦存量が表示されます。 

・この賦存量は、地上高 80m で風速 5.5m/s 以上となるエリアに風力発電機を下図の様に

等間隔に並べたときに得られる発電量をその面積で除したものとされています。 
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④ 中小水力発電の算出方式 

・「中小水力発電」は、２つの方式で発電利用可能量を推計することが可能です。 

算出方式 推計可能な対象者 

方式種別 算出方法 市町村 地区 事業者 

データベー

ス方式 

年間発電量（ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰ

ｽ値）×月日数配分 

● 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値で計算済 

    

落差・流速

方式 

落差×流速×係数  ○ ○ 

 

④-1 データベース方式 

・「データベース方式」は、緑の分権改革推進会議「再生可能エネルギー資源等の賦存量等

の調査についての統一的なガイドライン」のデータによるもので、河川が対象となってお

り、建設単価（無制限、100 万円/kW 未満、150 万円/kW 未満、260 万円/kW 未満）を

選択することで導入を検討する市町村での発電可能量が推計されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④-2落差・流速方式 

・「落差・流速方式」は、利用を想定する河川の有効落差と流量を独自データとして入力す

ることにより、発電可能量が推計されます。 

 

 

 

 

 

 

⑤ 地熱発電の算出方式 

・「地熱発電」は、緑の分権改革推進会議「再生可能エネルギー資源等の賦存量等の調査につ

いての統一的なガイドライン」のデータによるもので、熱水温度（53～120℃、120～

150℃、150℃～）と建設単価（無制限、12 円/kWh 未満、16 円/kWh 未満、20 円/kWh 未

満、24 円/kWh 未満、36 円/kWh 未満、48 円/kWh 未満）を選択することで導入を検討す

る市町村での発電可能量が推計されます。 
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算出方式 推計可能な対象者 

方式種別 算出方法 市町村 地区 事業者 

データベー

ス方式 

年間発電量（ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰ

ｽ値）×月日数配分 

● 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値で計算済 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ バイオガス発電・熱利用（畜産廃棄物）の算出方式 

・「バイオガス発電・熱利用（畜産廃棄物）」は、推計対象とする市町村や地区、事業者の家畜

頭羽数によりバイオガス発生量が求められ、発電や熱利用における利用可能量が推計されま

す。 

算出方式 推計可能な対象者 

方式種別 算出方法 市町村 地区 事業者 

家畜頭羽数

方式 

バイオガス発生量（家

畜頭羽数から算出）×

係数 

● 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値（各市町

村の頭羽数）で計

算済 

○ 

検討対象地区内の

家畜頭羽数を入力 

○ 

検討対象施設の家

畜頭羽数を入力 

 

・設定条件では、「家畜飼養頭羽数」と「プラント効率」を入力します。 

・「家畜飼養頭羽数」は、各市町村のデータがデフォルト値として設定されていますが、独

自に頭羽数を入力して算出することも可能です。 

・「プラント効率」は、「60％」がデフォルト値として設定されていますが、独自に入力し

て算出することも可能です。 
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⑦ バイオガス発電・熱利用（汚泥）の算出方式 

・「バイオガス発電・熱利用（汚泥）」は、利用を想定する汚泥の乾燥固形物重量よりバイオガ

ス発生量が求められ、発電や熱利用における利用可能量が推計されます。 

・汚泥量は、各市町村の下水汚泥量、し尿・浄化槽汚泥量、集落排水汚泥量がデフォルト値と

して設定されていますが、独自に数値を入力して推計することも可能です。 

算出方式 推計可能な対象者 

方式種別 算出方法 市町村 地区 事業者 

汚泥乾燥重

量方式 

年間利用可能量（ﾃﾞｰﾀ

ﾍﾞｰｽ値）×係数×月日

数配分 

● 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値で計算済 

○ 

地区内利用可能量 

○ 

事業者利用可能量 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ バイオガス発電・熱利用（食品残渣）の算出方式 

・「バイオガス発電・熱利用（食品残渣）」は、利用を想定する食品残渣の乾燥重量よりバイオ

ガス発生量が求められ、発電や熱利用における利用可能量が推計されます。 

・食品残渣量は、各市町村の食品加工廃棄物量、家庭系厨芥類量、事業系厨芥類量がデフォル

ト値として設定されていますが、独自に数値を入力して推計することも可能です。 

算出方式 推計可能な対象者 

方式種別 算出方法 市町村 地区 事業者 

生ゴミ乾燥

重量方式 

年間利用可能量（ﾃﾞｰ

ﾀﾍﾞｰｽ値）×係数×月

日数配分 

● 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値で計算済 

○ 

地区内利用可能量 

○ 

事業者利用可能量 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 木質系バイオマス発電・熱利用の算出方式 

・「木質系バイオマス発電・熱利用」は、利用を想定する木質系バイオマスの乾燥重量より、

発電や熱利用における利用可能量が推計されます。 

・木質系バイオマスは、各市町村の林地残材、切捨間伐材、果樹剪定枝、稲藁、もみ殻、麦わ

ら、その他農業残渣、ササ、ススキ、国産材製材廃材、外材製材廃材、建築廃材、新増築廃

材、公園剪定枝の発生量がデフォルト値として設定されていますが、独自に数値を入力して

推計することも可能です。 
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算出方式 推計可能な対象者 

方式種別 算出方

法 

  市町村 地区 事業者 

バイオマス

乾燥重量方

式 

年間利用可能量（ﾃﾞｰ

ﾀﾍﾞｰｽ値）×係数×月

日数配分 

● 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値で計算済 

○ 

地区内利用可能量 

○ 

事業者利用可能量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）エネルギー消費量算出方式の選択 

・「●入力・出力表」Sheet では、新エネルギーの利用可能量の推計のほかに、市町村やその

地区などのエネルギー消費量を推計することも可能です。 

・エネルギー消費量としては、新エネルギーでの代替が可能である石炭、灯油、軽油、重油、

産業蒸気、電力を対象としています。 

・「市町村設定入力」Sheet で市町村を選択した後、「●入力・出力表」Sheet に戻り、セル番

地 H68 の【手順２】に従って、セル番地 H74「エネルギー消費量算出方式」表の入力を行

います。 
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・エネルギー消費量の算出方式は、以下となります。 

算出方式 概要 

市町村単位の製造業、家庭、業務の消

費量の算出 

選択した市町村の製造業出荷額、人口・世帯数をデータ

ベースから引出し、その市町村の製造業、家庭、業務部門

のエネルギー消費量を推計 

市町村内の地区の選択による地区内の

家庭、業務の消費量の算出 

市町村内の集落など、検討したい地区の人口・世帯数を別

途、「人口・世帯集計ソフト」を用いて条町単位で集計

し、それをもとに地区内の家庭、業務部門のエネルギー消

費量を推計 

検討する地区や施設の個別消費量の算

出 

石炭、灯油、Ａ重油などの燃料の消費量を直接入力し、検

討したい地区や施設におけるエネルギー消費量を推計 

 

① 市町村単位の製造業、家庭、業務の消費量の算出 

・市町村単位の製造業、家庭、業務の消費量の算出は、「市町村設定入力」Sheet で選択した

市町村の人口と世帯数がデータベースから引出され、製造業、家庭、業務でのエネルギー消

費量が自動的に算出されます。 

 

 

 

 

 

 

 

② 市町村内の地区の選択による地区内の家庭、業務の消費量の算出 

・市町村内の地区の選択による地区内の家庭、業務の消費量の算出は、「市町村設定入力」

Sheet で選択した市町村について、「人口・世帯集計ソフト」を併用して条丁単位の人口と

世帯数を集計することで、その地区内の家庭、業務でのエネルギー消費量が自動的に算出さ

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市町村内の地区の人口・世帯数を集計するには、今、開いている「賦存量推計ソフト」

Book（suikei）の他に、「人口・世帯集計ソフト【集計】」Book（shyuukei）と「人口・世

帯集計ソフト（空知）」Book（shyuukei_sorachi）など、今、選択している市町村が属する

地域の Book を開きます。 

・例えば、夕張市で地区を設定する場合は、「人口・世帯集計ソフト（空知）」Book

（shyuukei_sorachi）の「1209 夕張市」Sheet を開き、設定する地区の「地域名（C～D
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列）」の左隣の黄色の入力セル「地域選択（B 列）」に半角「1」を入力すると、選択した地

域の人口がセル番地 H6 に、世帯数がセル番地 L6 に表示され、これが「人口・世帯集計ソ

フト【集計】」Book（shyuukei）の「集計」Sheet の「選定地区の人口（G 列）」と「選定

地区の世帯数（H 列）」に反映され、さらに「賦存量推計ソフト」Book（suikei）に反映さ

れて、選択した地区の家庭、業務でのエネルギー消費量が自動的に算出されます。 
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③ 検討する地区や施設の個別消費量の算出 

・検討する地区や施設の個別消費量の算出は、市町村や地区、施設などにおける石炭、灯油、

Ａ重油などの燃料の消費量を直接入力することで、エネルギー消費量が算出されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）推計結果の表示 

・推計された新エネルギーの利用可能量とエネルギー消費量は、セル番地 H115 の「●発電量

（算出結果）」表並びにグラフ、セル番地 H183 の「●熱利用量（算出結果）」表並びにグラ

フに表示されます。 

・風力発電で、年間平均風速しか分からない市町村がありますが、この場合、月別発電量は

「0」や「#VALUE!」と表示されます。 
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（８）算出過程の表示 

・「●入力・出力表」Sheet で入力した「設定条件」により行われる自動計算の過程は、「◇計

算」Sheet、「◇計算（風力）」Sheet、「◇計算（個別燃料消費）」Sheet、「◇計算（家庭・

業務）」Sheet、「◇計算（製造業）」Sheet に表示されます。 

 

①「◇計算」Sheet 

・計算表の薄い黄色のセル（E 列、I 列）は、「●入力・出力表」Sheet の黄色のセルへの入

力結果が表示されます。 

・H 列には計算式が掲載されており、K 列にはデータベースから引出された市町村データが

デフォルト値として表示されています。 

・AA 列にはその行にあるデータや計算式の出所が、Z 列にはその出所のホームページアドレ

スが記載されており、ホームページアドレスはインターネットとのハイパーリンクが設定さ

れていることから、セルをクリックするとホームページが開かれます。 

・ペールブルー（濃い青）の行は、算出された発電量や熱量が表示され、さらに、一覧表に集

約されて、グラフに表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「◇計算（風力）」Sheet 

・計算表の薄い黄色のセルは、「●入力・出力表」Sheet の黄色のセルへの入力結果が表示さ

れます。 

・セル範囲 K7：X11 には平均風速が掲載されており、データベースから引出された市町村

データがデフォルト値として表示されています。 

・セル範囲 K15：L18 には風速の観測高さが掲載されており、データベースから引出された

市町村データがデフォルト値として表示されています。 

・セル範囲 D30：L37 には「べき値」が表示されます。「べき値」は、地形条件（平坦な地形
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の草原、海岸地方、田園、市街地）を選択することで自動的に設定されますが、何も入力し

なければ田園におけるべき値「5」がデフォルト値として使用されます。 

・セル範囲 D42：X55 には規模別発電機のタワー高さと高さ補正された平均風速が表示され

ます。 

・セル範囲 D61：X74 には平均風速から求めた規模別発電機の発電量が表示されます。 

・セル範囲 D76：X77 には 2000kW 級発電機での発電量の月別構成比が表示されますが、こ

れは、データベース方式による推計で、選択した市町村の風力発電の年間賦存量を月別賦存

量として案分するのに用いられ、案分結果はセル範囲 D80：X81 に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・セル範囲 H93：X117 には階級別風速出現率が、セル範囲 H119：X142 には階級別風速出

現時間が、セル範囲 H144：X169 には 2000kW 級発電機における発電量が表示されます。 

・以下、同様に 1500kw 級、1000kw 級、750kw 級、600kw 級、400kw 級、300kW 級、

100kW 級、50kW 級、10kW 級、5kW 級、3kW 級、1kW 級の各発電機における発電量が
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表示されます。 

・表の右隣のグラフは、その表のデータを表したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③「◇計算（個別燃料消費）」Sheet 

・セル範囲 B3：S12 は、「●入力・出力表」Sheet の黄色のセルへ入力した燃料消費量が表示

されます。 

・セル範囲 B18：S26 には各種燃料の発熱原単位が記載されており、これに燃料消費量が乗

じられ、熱消費量が自動計算されてセル範囲 B30：S39 に表示されます。 
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④「◇計算（家庭・業務）」Sheet 

・セル範囲 C6：J9 には、「●入力・出力表」Sheet で選択したエネルギー消費量算出方式が

表示されます。 

・セル範囲 B14：G15 にはデータベースから引出された市町村の人口と世帯数が、セル範囲

B17：G18 には「計算ソフト（人口・世帯）」で集計した条丁単位の人口と世帯数が表示さ

れ、セル範囲 B20：Q25 には選択したエネルギー消費量算出方式で用いる人口と世帯数が

採用値として表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・セル範囲 D28：Q55 には家庭部門の人口当たりエネルギー消費原単位と業務部門の世帯当

たりエネルギー消費原単位が記載されており、これに採用値の人口と世帯数が乗じられ、エ

ネルギー消費量が自動計算されてセル範囲 D59：Q85 に表示されます。 
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・セル範囲 D87：S123 には、エネルギー消費量のグラフが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤「◇計算（製造業）」Sheet 

・5～30 行には、「●市町村設定入力」Sheet で選択した市町村の製造業における業種別出荷

額がデータベースより引出されて「活動量（出荷額）」表として表示され、33～42 行にはそ

れをパルプ・紙・板紙工業、化学工業、化学繊維工業、石油製品工業、窯業・土石製品工業、

ガラス製品工業、鉄鋼業、非鉄金属地金工業、機械工業、他業種･中小製造業に集約した値

が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・45～60 行「エネルギー消費量原単位」表には、業種別に出荷額１万円当たりのエネルギー

消費原単位が記載されており、これに選択した市町村の出荷額が乗じられ、年間エネルギー

消費量が自動計算されて 63～77 行「エネルギー消費量」表に表示されます。 
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・81～179 行「月別エネルギー消費パターン」表には業種別の各エネルギーの月別消費量の

配分率が記載されており、これに算出された年間エネルギー消費量が乗じられ、月別消費量

が自動計算されて 182～293 行「月別エネルギー消費量」に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・296～334 行には、エネルギー消費量のグラフが表示されます。 
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３．賦存量マップの使用手順 

（１）賦存量マップ Bookの種類 

・賦存量マップは、緑の分権改革推進会議「再生可能エネルギー資源等の賦存量等の調査につ

いての統一的なガイドライン」の「賦存量等マップ」のデータを整理し作成しています。 

・賦存量マップには、市町村単位の賦存特性が表示されている「賦存量マップ（市町村）

(1)」Book（map_shichouson-1）、1km メッシュ単位の賦存特性が全道範囲で表示されてい

る「賦存量マップ（全道）(1)」Book（map_zendou-1）、メッシュ単位の賦存特性が振興局

等範囲で表示されている「賦存量マップ（＊＊＊＊）」Book（map_****）Book など 18 の

Book があります。 
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（２）「●案内」Sheetを開く 

・各賦存量マップ Book の「●案内」Sheet を開くと新エネルギーマップの一覧表があります。 

・B 列は新エネルギーの区分、C 列はマップ名、D 列はマップの解説となっています。 

・E 列には「●案内」Sheet の隣の Sheet に納められている各マップのセル番地が記載されて

いますが、ハイパーリンクが設定されており選択したいマップのセル番地表示をクリックす

ると隣の Sheet の選択したマップに画面が移動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 29 

（３）賦存量マップの種類 

・賦存量マップには、以下の 39 種類があります。 

 

区分 マップ名 マップ解説 

太陽光発電 

  

  

  

01-1_太陽光発電_ 

賦存量_Mesh2010 

１km メッシュ当たりの最適傾斜角日射量での発電 

01-1_太陽光発電（業務用）_ 

利用可能量 1_Mesh2010 

業務施設の屋根に最適傾斜角で設置 

01-1_太陽光発電（産業用）_ 

利用可能量 1_Mesh2010 

工場の屋根に最適傾斜角で設置 

01-1_太陽光発電（住宅用）_ 

利用可能量 1_Mesh2010 

戸建住宅屋根（３kW）、集合住宅屋根（10kW）に最適傾斜角で設置 

風力発電 

  

  

  

02-1_陸上風力_ 

賦存量_Mesh2010 

地上高 80ｍ、風速 5.5m/s 以上で等間隔の発電機を想定 

02-1_陸上風力_ 

利用可能量 1_Mesh2010 

標高 1000ｍ未満、地上高 80ｍ、風速 7.5m/s 以上で等間隔の発電機を想定 

02-1_陸上風力_ 

利用可能量 2_Mesh2010 

標高 1000ｍ未満、地上高 80ｍ、風速 6.5m/s 以上で等間隔の発電機を想定 

02-1_陸上風力_ 

利用可能量 3_Mesh2010 

標高 1000ｍ未満、地上高 80ｍ、風速 5.5m/s 以上で等間隔の発電機を想定 

中小水力発電 

  

  

  

03_中小水力_ 

賦存量_Mesh2010 

河川区間の分流点・合流点に発電所を想定 

03_中小水力_ 

利用可能量 1_Mesh2010 

幅員３ｍ以上の道路の１km 圏内、最大傾斜角 20 度未満、法規制内、建設単価 100

万円/kW 未満 

03_中小水力_ 

利用可能量 2_Mesh2010 

幅員３ｍ以上の道路の１km 圏内、最大傾斜角 20 度未満、法規制内、建設単価 150

万円/kW 未満 

03_中小水力_ 

利用可能量 3_Mesh2010 

幅員３ｍ以上の道路の１km 圏内、最大傾斜角 20 度未満、法規制内、建設単価 260

万円/kW 未満 

地熱発電 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

04_地熱発電(53～120℃)_ 

賦存量_Mesh2010 

熱水温度(53～120℃) 

04_地熱発電(53～120℃)_ 

利用可能量 1_Mesh2010 

熱水温度(53～120℃)、発電コスト 24 円/kWh 未満 

04_地熱発電(53～120℃)_ 

利用可能量 2_Mesh2010 

熱水温度(53～120℃)、発電コスト 36 円/kWh 未満 

04_地熱発電(53～120℃)_ 

利用可能量 3_mesh2010 

熱水温度(53～120℃)、発電コスト 48 円/kWh 未満 

04_地熱発電(120～150℃)_ 

賦存量_Mesh2010 

熱水温度(120～150℃) 

04_地熱発電(120～150℃)_ 

利用可能量 1_Mesh2010 

熱水温度(120～150℃)、発電コスト 24 円/kWh 未満 

04_地熱発電(120～150℃)_ 

利用可能量 2_Mesh2010 

熱水温度(120～150℃)、発電コスト 36 円/kWh 未満 

04_地熱発電(120～150℃)_ 

利用可能量 3 

熱水温度(120～150℃)、発電コスト 48 円/kWh 未満 

04_地熱発電(150℃～)_ 

賦存量_Mesh2010 

熱水温度(150℃～) 

04_地熱発電(150℃～)_ 

利用可能量 1_Mesh2010 

熱水温度(150℃～)、発電コスト 12 円/kWh 未満 

04_地熱発電(150℃～)_ 

利用可能量 2_Mesh2010 

熱水温度(150℃～)、発電コスト 16 円/kWh 未満 

04_地熱発電(150℃～)_ 

利用可能量 3_Mesh2010 

熱水温度(150℃～)、発電コスト 20 円/kWh 未満 
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区分 マップ名 マップ解説 

バイオガス 

  

  

07-5_畜産バイオマス_ 

賦存量_MapLocal2010 

飼養頭羽数に糞尿排出係数とメタン発生率を乗じる 

07-5_畜産バイオマス_ 

利用可能量 1_MapLocal2010 

未利用の残渣量で、10 年前後で想定される技術水準、導入・運用コスト及び適正な

需要を当該市町村別に設定 

07-5_畜産バイオマス_ 

利用可能量 3_MapLocal2010 

未利用の残渣量で、物理的・技術的に導入可能な量 

木質バイオマス 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

07-1_林地バイオマス_ 

賦存量_MapLocal2010 

林地面積に伐採率と残材発生率を乗じる 

07-1_林地バイオマス_ 

利用可能量 1_MapLocal2010 

林道に隣接する林分で収集可能な残材量で、10 年前後で想定される技術水準、導

入・運用コスト及び適正な需要を当該市町村別に設定 

07-1_林地バイオマス_ 

利用可能量 3_MapLocal2010 

林道に隣接する林分で収集可能な残材量で、物理的・技術的に導入可能な量 

07-2_製材バイオマス_ 

賦存量_MapLocal2010 

素材生産量に残廃材発生率を乗じる 

07-2_製材バイオマス_ 

利用可能量 1_MapLocal2010 

未利用の廃材量で、10 年前後で想定される技術水準、導入・運用コスト及び適正な

需要を当該市町村別に設定 

07-2_製材バイオマス_ 

利用可能量 3_MapLocal2010 

未利用の廃材量で、物理的・技術的に導入可能な量 

07-3_公園バイオマス_ 

賦存量_MapLocal2010 

公園面積に剪定枝発生率を乗じる 

07-3_公園バイオマス_ 

利用可能量 1_MapLocal2010 

未利用の剪定枝量で、10 年前後で想定される技術水準、導入・運用コスト及び適正

な需要を当該市町村別に設定 

07-3_公園バイオマス_ 

利用可能量 3_MapLocal2010 

未利用の剪定枝量で、物理的・技術的に導入可能な量 

07-4_農業バイオマス_ 

賦存量_MapLocal2010 

収穫量に稲藁･籾の発生率を乗じる 

07-4_農業バイオマス_ 

利用可能量 1_MapLocal2010 

未利用の残渣量で、10 年前後で想定される技術水準、導入・運用コスト及び適正な

需要を当該市町村別に設定 

07-4_農業バイオマス_ 

利用可能量 3_MapLocal2010 

未利用の残渣量で、物理的・技術的に導入可能な量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


